
全建設コストの上昇 公共事業関係予算の現状

建設資材の高騰 労務費の上昇

建設資材高騰・労務費上昇と公共事業関係予算の現状（Ｒ３～Ｒ８）

○世界的な価格高騰の影響を受けて、建設工事の資材価格が ４３％上昇

材料費割合を６０％と仮定すると…
図１ R3年1月～R8年2月の建設資材物価指数（東京）の推移

この５年で、全建設コスト（平均）を ２５.８％上昇させる要因

○「公共工事設計労務単価」は、Ｒ３年に比べ ２７.８％上昇

労務費割合を３０％と仮定すると…

図２ 公共工事設計労務単価（単純平均）の引上率の推移

この５年で、全建設コスト（平均）を ８.３％上昇させる要因

【例】R３年に１００億円を要した事業を、 R８年に同規模で実施するには１３４億円必要

１００億円Ｒ３年

Ｒ８年 １３４億円
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○資材、労務を加味すると全建設コスト(平均)は約３４％上昇（推定）

Ｒ３年

Ｒ８年

【例】R３年に１００ｍ整備した事業を、 R８年に同額予算で実施する場合７５ｍに留まる

○公共事業関係予算の内、当初予算は 横ばい

図３ R3年度～R8年度の公共事業関係予算（国費）の推移

（単位：兆円）
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※国土交通省「令和８年度予算概要」より作成

※日本建設業連合会「建設資材高騰・労務費の上昇等の現状（2026年3月版）」より抜粋 ※日本建設業連合会「建設資材高騰・労務費の上昇等の現状（2026年3月版）」より抜粋

当初予算は横ばい
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